





























業者数 2 人以下層は 432,620
店減）。
2007 年時の小売店舗数 113.8 万店は，1952
































































従業者数 10 人未満の層であり，それが 70 年代
後半以降の「低成長期」以降は伸びが鈍化し，
1980 年代以降になると規模の小さい層から順
に大幅な減少に転じている（80 年代は 2 人以
下層，90 年代は 3 ～ 4 人層，2000 年代に入り
5 ～ 9 人層）。それとは逆に 10 人以上の層は，
80 年代に 10 ～ 29 人層，90 年代には 30 人以上
の層を加えすべての層で大幅な増加がみられ





























































































































者数 5～ 49 人層の店舗数シェアは，1974 年時
14.0% であったものが，1982 年時 15.5%，1991
年時 20.0%，2002 年時 29.6% となっており（図
表 3），年間販売額シェアでも 1974 年時 44.8%
から 2002 年時 55.6% へと伸張し，2002 年度の



























計 1～ 2人 3～ 4人 5～ 9人 10 ～ 19 人 20 ～ 29 人 30 ～ 49 人 50 ～ 99 人 100 人以上
1964 1,304,536 916,835 250,897 98,240 26,318 6,221 3,730 1,609 686
1974 1,548,184 967,185 360,761 158,218 41,311 10,115 6,088 2,962 1,544
1982 1,721,465 1,036,046 412,701 187,898 54,156 14,776 9,494 4,519 1,875
1991 1,591,223 847,185 416,940 214,007 71,905 20,202 12,850 5,851 2,283
2002 1,300,057 603,426 297,583 218,667 114,755 32,720 17,992 10,451 4,463
2007 1,137,859 503,844 252,687 201,818 114,397 32,352 17,229 10,827 4,705
1964 ～ 1974 243,648 50,350 109,864 59,978 14,993 3,894 2,358 1,353 858
1974 ～ 1982 173,281 68,861 51,940 29,680 12,845 4,661 3,406 1,557 331
1982 ～ 1991 -130,242 -188,861 4,239 26,109 17,749 5,426 3,356 1,332 408
1991 ～ 2002 -291,166 -243,759 -119,357 4,660 42,850 12,518 5,142 4,600 2,180















1964 1,304,536 2,999 188,199 674,703 137,263 49,438 50,267 158,341 
1974 1,548,184 3,153 216,928 721,241 62,646 164,079 64,995 62,276 252,866 
1982 1,721,465 4,219 242,864 725,585 84,988 189,404 82,855 78,427 313,123 
1991 1,591,223 4,347 240,994 622,772 93,231 158,105 90,847 76,733 304,194 
2002 1,300,057 4,997 185,937 466,598 89,096 120,746 87,068 59,326 286,289 
2007 1,137,859 4,727 166,732 389,832 82,984 96,927 84,051 48,120 264,486 
1964 ～ 1974 243,648 154 28,729 46,538 26,816 15,557 12,009 94,525 
1974 ～ 1982 173,281 1,066 25,936 4,344 22,342 25,325 17,860 16,151 60,257 
1982 ～ 1991 -130,242 128 -1,870 -102,813 8,243 -31,299 7,992 -1,694 -8,929 
1991 ～ 2002 -291,166 650 -55,057 -156,174 -4,135 -37,359 -3,779 -17,407 -17,905 







1 ～ 2 人 3 ～ 4 人 5 ～ 10 人 10 ～ 19 人 20 ～ 29 人 30 ～ 49 人 50 ～ 99 人 100 人以上
小売業計
1964 70.3 19.2 7.5 2.0 0.5 0.3 0.1 0.1
1974 62.5 23.3 10.2 2.7 0.7 0.4 0.2 0.1
1982 60.2 24.0 10.9 3.1 0.9 0.6 0.3 0.1
1991 53.2 26.2 13.4 4.5 1.3 0.8 0.4 0.1
2002 46.4 22.9 16.8 8.8 2.5 1.4 0.8 0.3
2007 44.3 22.2 17.7 10.1 2.8 1.5 1.0 0.4 
各種商品小売業
1964 51.9 16.5 6.8 3.5 2.0 2.5 6.7 10.1 
1974 31.4 13.2 6.5 3.6 1.9 2.6 16.8 23.9 
1982 34.5 13.4 6.3 2.3 0.9 1.0 13.4 28.2 
1991 22.5 13.6 10.7 4.8 1.4 0.9 15.3 30.8 
2002 18.5 13.8 14.7 9.2 2.0 1.3 5.2 35.5 
2007 16.7 11.5 12.8 10.4 6.5 3.2 6.2 33.1 
織物・衣服・身の回り品小売業
1964 61.3 21.3 12.1 3.7 0.8 0.5 0.2 0.1 
1974 58.5 24.8 12.5 3.0 0.6 0.4 0.2 0.1 
1982 60.1 25.6 11.0 2.4 0.5 0.3 0.1 0.1 
1991 54.9 28.8 12.9 2.6 0.4 0.2 0.1 0.1 
2002 50.4 27.7 16.5 3.9 0.7 0.5 0.2 0.1 
2007 47.6 26.9 19.3 4.9 0.8 0.4 0.2 0.1 
飲食料品小売業
1964 73.0 19.9 5.7 1.0 0.2 0.1 0.0 0.0 
1974 67.2 23.6 7.2 1.4 0.3 0.2 0.1 0.0 
1982 63.5 24.1 8.7 2.3 0.7 0.5 0.2 0.0 
1991 56.0 25.6 11.4 4.3 1.4 0.9 0.4 0.1 
2002 47.5 20.5 14.0 11.0 3.5 1.8 1.3 0.4 
2007 44.8 19.2 14.1 13.3 4.1 2.1 1.7 0.6 
自動車・自転車小売業
1974 58.4 18.2 11.2 6.5 2.4 1.8 1.1 0.5 
1982 50.2 21.7 13.9 8.4 3.2 1.9 0.6 0.1 
1991 42.3 23.6 16.8 11.2 3.7 1.8 0.5 0.1 
2002 39.8 22.0 18.5 14.1 4.0 1.3 0.4 0.1 
2007 39.5 21.1 18.4 15.2 4.1 1.3 0.4 0.1 
家具・什器・家庭用機械器具小売業
1964 64.6 19.7 10.8 3.6 0.9 0.4 0.1 0.0 
1974 55.8 26.1 12.9 3.7 0.9 0.5 0.1 0.0 
1982 59.5 25.4 10.9 3.1 0.7 0.3 0.1 0.0 
1991 53.9 27.6 13.1 3.8 0.8 0.5 0.2 0.0 
2002 53.6 25.3 13.3 4.7 1.4 1.0 0.5 0.1 
2007 54.3 25.1 13.7 5.2 1.6 1.3 0.7 0.1 
医薬品・化粧品小売業
1964 67.9 21.9 7.8 1.3 0.4 0.4 0.2 0.1 
1974 65.6 25.1 7.4 1.4 0.3 0.1 0.0 0.0 
1982 66.0 24.6 7.2 1.7 0.3 0.1 0.0 0.0 
1991 58.6 28.1 10.5 2.2 0.4 0.1 0.0 0.0 
2002 41.7 24.2 23.2 8.6 1.5 0.6 0.1 0.0 
2007 34.1 23.7 27.2 11.8 2.4 0.6 0.1 0.0 
書籍・文房具小売業
1964 63.7 14.1 10.2 6.9 2.5 1.8 0.7 0.1 
1974 54.4 17.2 12.9 9.1 3.3 2.1 0.8 0.1 
1982 48.7 18.4 13.9 10.5 4.1 2.8 1.3 0.1 
1991 43.7 20.0 15.1 10.7 4.7 3.8 1.8 0.2 
2002 32.8 16.2 16.6 16.0 8.3 6.5 2.9 0.7 





















































計 1～ 2人 3～ 4人 ５～９人 10 ～ 19 人 20 ～ 29 人 30 ～ 49 人 50 ～ 99 人 100 人以上
1964 100.0 21.8 20.7 20.3 11.5 4.5 4.2 3.7 13.3 
1974 100.0 15.1 19.1 21.1 12.4 5.6 5.7 5.6 15.6 
1982 100.0 14.0 18.9 22.0 12.5 6.1 6.4 5.7 14.3 
1991 100.0 10.8 16.4 20.5 15.2 7.6 7.5 6.6 15.5 
2002 100.0 6.5 10.0 18.1 19.6 9.3 8.6 9.7 18.2 


















たとえば 1982 年時に従業者数 2人以下の小売
店数は 103.6 万店であり，1991 年時に 84.7 万
店であったとすると，一般的には 2人以下層の
小売店舗数が 1982 年時から 1991 年時にかけて
18.9 万店減少した，と表現する。しかしこれは
正確にいえば，18.9 万店の 2人以下層の小売店







































であるので，商業統計をつかって 1964 ～ 74 年
および 74 ～ 82 年における長期間の開業率と閉
鎖率を計算すれば，64 ～ 74 年は 3.9% と 2.5%，












1964 → 74 年 1974 → 82 年
参入 退出 参入 退出
計 486,436 306,784 431,717 301,783
1 ～ 2 人 311,620 311,390 258,139 219,134 
3 ～ 4 人 100,265 -1,091 94,470 50,549
5 ～ 9 人 50,934 -5,606 50,302 24,399
10 ～ 19 人 15,215 1,464 18,275 6,618
20 ～ 29 人 4,050 496 5,092 725
30 ～ 49 人 2,473 337 3,220 -78
50 ～ 99 人 1,181 -70 1,563 51
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メントからの参入・退出をしめすのみで，必ず
しも開業・廃業を意味するわけではない。問題



















の 10 年間に店舗総数において開業が 48.6 万店
で廃業が 30.7 万店であったということだけで，















64 ～ 74 年の従業者数 2人以下の層のデータで
ある。この間に 31 万店余のほぼ同数の参入と
退出があったことをしめしており，店舗総数の
データにおいても 64 年時 91.6 万店から 74 年
時 96.7 万店へと 5 万店（5.5%）の微増となっ
ている。なぜ 5万店増が「微増」なのかという
と，他の層はすべて 40% 以上増加しているか
らである（3～ 4人層は 11 万店 43.8% 増，5～
9人層は 6万店 61.1% 増など）。
この期間は高度経済成長の後半期で，小売業
全体の年間販売額（名目）も 64 年の 8.3 兆円




































計 1～ 2人 3～ 4人 5～ 10 人 10 ～ 19 人 20 ～ 29 人 30 ～ 49 人 50 ～ 99 人 100 人以上
小売業計
1964 100.0 21.8 20.7 20.3 11.5 4.5 4.2 3.7 13.3 
1974 100.0 15.1 19.1 21.1 12.4 5.6 5.7 5.6 15.6 
1982 100.0 14.0 18.9 22.0 12.5 6.1 6.4 5.7 14.3 
1991 100.0 10.8 16.4 20.5 15.2 7.6 7.5 6.6 15.5 
2002 100.0 6.5 10.0 18.1 19.6 9.3 8.6 9.7 18.2 
2007 100.0 5.4 8.8 17.8 20.4 9.5 9.0 10.9 18.2 
各種商品小売業
1964 100.0 0.3 0.3 0.5 0.6 0.6 1.2 6.2 90.2 
1974 100.0 0.2 0.2 0.3 0.4 0.3 0.9 11.2 86.6 
1982 100.0 0.2 0.2 0.3 0.2 0.2 0.3 9.0 89.7 
1991 100.0 0.1 0.2 0.4 0.4 0.2 0.3 10.3 88.1 
2002 100.0 0.1 0.2 0.5 0.8 0.3 0.3 3.3 94.5 
2007 100.0 0.1 0.2 0.4 0.8 0.9 0.8 4.1 92.7 
織物・衣服・身の回り品小売業
1964 100.0 15.3 16.7 23.3 16.7 6.9 7.1 7.3 6.7 
1974 100.0 14.2 19.9 24.2 14.4 5.6 6.2 6.8 8.7 
1982 100.0 16.9 23.3 23.8 12.6 4.5 4.7 5.3 8.9 
1991 100.0 16.4 24.7 25.6 12.3 3.6 3.8 3.7 9.8 
2002 100.0 11.7 20.0 28.3 14.8 5.0 5.2 3.1 11.7 
2007 100.0 9.6 17.6 28.7 18.3 5.8 3.8 4.0 12.4 
飲食料品小売業
1964 100.0 29.9 29.5 21.6 8.8 3.5 3.3 1.8 1.6 
1974 100.0 25.3 29.2 21.1 10.8 5.3 5.2 1.9 1.1 
1982 100.0 20.0 23.6 19.1 11.9 7.2 9.5 7.1 1.6 
1991 100.0 14.4 18.8 18.2 15.4 9.8 11.8 8.8 2.8 
2002 100.0 7.2 8.4 12.4 19.6 11.1 12.5 18.9 9.9 
2007 100.0 5.2 6.0 10.4 20.1 10.9 12.8 21.1 13.6 
家具・什器・家庭用機械器具小売業
1964 100.0 18.3 19.2 26.3 18.2 7.1 5.2 3.2 2.5 
1974 100.0 15.4 22.6 26.9 16.7 6.5 6.0 3.3 2.6 
1982 100.0 18.6 21.9 24.3 16.1 7.1 6.1 4.0 2.0 
1991 100.0 12.3 17.5 24.8 19.3 8.5 7.6 6.1 4.0 
2002 100.0 7.5 9.9 15.4 16.6 10.8 14.6 14.0 11.2 
2007 100.0 5.9 8.5 13.5 14.1 10.6 18.7 16.3 12.4 
医薬品・化粧品小売業
1964 100.0 30.6 26.3 22.2 9.1 2.5 3.6 5.6 
1974 100.0 34.4 33.1 21.2 6.9 2.4 1.2 0.8 
1982 100.0 36.3 32.2 20.5 7.2 1.5 1.5 0.6 0.2 
1991 100.0 26.2 31.2 25.2 10.5 2.7 1.9 1.1 1.2 
2002 100.0 8.9 15.4 32.6 26.5 7.8 4.7 1.8 2.2 
2007 100.0 5.7 13.4 32.3 30.5 10.6 4.1 1.4 2.1 
書籍・文房具小売業
1964 100.0 16.0 13.8 20.9 17.6 7.9 7.4 5.1 11.2 
1974 100.0 15.2 18.0 23.2 18.3 8.5 7.8 5.0 4.1 
1982 100.0 13.7 16.6 21.9 20.4 9.3 8.0 5.9 4.3 
1991 100.0 11.6 15.9 22.5 20.8 9.8 8.9 6.8 3.6 
2002 100.0 6.2 8.2 16.2 23.2 15.0 14.9 10.4 5.8 





対前年増加率が平均 3.5% にさがった 74 ～ 82
年の「低成長」期に，従業者数 2人以下の零細
小売店は高度成長期を大きく上まわる成長をし





















では 74 年の 15.1% から 14.0% へ減少している






































統計値を確認してみると，74 年時～ 82 年時
に小売店舗総数は 1,548,184 店から 1,721,465 店
へ 173,281 店，年平均換算 21,660 店増加して










の数値は，1990 年～ 2000 年の間の実質民間最
終消費支出の年平均伸び率が 1.7% であること
からすれば，とくに小さいというわけでもな































































































































































































1 ） 商業統計調査は 1976 年以前は 2年に一度，以降


















3） 厳密にいうと富山県のみ増減のピークが 1979 年
時にあるが，1982 年時との差は 0.6%（123 店舗）
であり，増減のパターンそのものは基本的に同じ
とみなしうる。








7） 従業者数 4人以下の小売店舗数の比率は 1964 年




舗数は，1974 ～ 82 年時に大幅に増え，規制が強
化された 82～ 91 年時に激減している（図表 2）。
11） 峰尾美也子「小売構造における変化の分析と考察
──小売業の大型化をめぐって──」『三田商学
研究』第 43巻第 4号，2000 年 10 月。






阪南論集　社会科学編 Vol. 45 No. 3
分析する必要があり，ここではさしあたり結論を





































































開業率 5.0 4.9 4.3 4.8 4.4




　　 参入店数=74 年時の店舗総数－ 74 年時の「64 年
以前の開設店数」
　　 退出店数 =74 年時の「64 年開設店数」－（64 年
時の店舗総数 +64 年時の「64 年開設店数」÷
6/12）
　　 　ここで 6/12 とあるのは，1964 年の調査実施日
が7月1日だったからである（1974年は5月1日）。
































































売業の構造変化』同文舘，1993 年 ; 石井淳蔵『商
人家族と市場社会』有斐閣，1996 年など）。
31） 従業者数 3人以上 10 人未満の層について，「これ
らも，生産性・零細性という中小小売業者の伝統
的イメージの連動性のもとでとらえられていた」
という指摘もある（三村優美子「わが国中小小売
業の規模別動向」『流通政策』，No49，1992 年 8月，
36ページ）。また 1997 年時には，「食料品スーパー
の約 80%が小規模・中規模小売店舗から構成さ
れる。よって，専門スーパーにおける変化に対し
て，大規模小売店舗の影響が大きいとは考え難い」
（峰尾美也子「最近のデータからみる日本の小売
業の低迷に関する一考察」『流通情報』，No387，
2001 年 9月）とされる。
わが国商業構造の長期的変化分析のための予備的考察
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